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本 部 報 告

支部長会議報告（斉藤支部長）

平成22年度　第 3回支部長会議報告

日 時： 平成 22年 12月 10日（金）
 15：00～ 17：00
場 所：青森県十和田市
出 席 者：  （本部）高橋会長、内村副会長、末利

副会長、高木専務理事、西村常務理事、
横山常務理事

  （支部長）斉藤、中山、辻、福岡、近藤、、
甲斐、加賀（代理）

  （東北支部）吉川支部長、岸波理事、
平井・附田・福島・副支部長、川端
事務局長

議 長： 吉川東北支部長

1．会長挨拶
理事選挙最低得票（200 票）提案否決と常設委員会
委員の定年制検討について

2．本部報告及び確認事項［主要議題］
（1）技術士 2次試験結果について
（2） 全国大会開催支部の今後の予定について　北海

道支部は平成 25年度の予定
（3） 産学官合同セミナー開催手順の変更について　

北海道支部は平成 23、26の予定。
（3）CPDガイドブック改定について
（4）pe CPDの活用について
　  普及への協力依頼
（5）県・支部の組織問題について
　  政策委員会（案）に対し各支部からの要望聴取
（6）RCCM制度の変更について
　  受験資格の経験年数 12年から 10年へ

3．支部報告［主要議題］
（1）北海道支部（斉藤）

　　　支部支援活動（リングネット）について
（2）北陸支部（中山）
　　・建設部門立ち上げのための協力体制について
（3）中部支部（辻）
　　・第 37回技術士全国大会の評価
　　・全国大会の危機管理マニュアル
（4）近畿支部（福岡）
　　・実施事業報告
（5）中国支部（近藤）
　　・第 40回日韓技術士会議報告
（6）四国支部（加賀）
　　・設立以降の事業実施報告
（7）九州支部（甲斐）
　  公益法人化移行に対する準備作業について
（8）東北支部（吉川）
　  事業実施報告

理事会報告（能登理事）

平成22年度　第 4回

日 時：平成 22年 11月 18日（木）
 13：00～ 17：00
場 所：葺手第 2ビル 5 F会議室
議 題：（主なもの）

【審議事項】
① 関東甲信地方における県単位の地域組織設置につ
いて
　⇨ 支部の無い関東甲信地域に限定した地域組織の
基本枠組みについて説明があり、了承された。
その結果、公益法人化が認められたのち、県単
位での地域組織の設置が可能となった（東京都
を除く）。また、地域在住会員の会費の 5％を
地域組織活動費として支給することとした。な
お、現行支部傘下の地域組織については現在検
討中である。
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②役員選挙管理規則の変更について
　⇨ 現行の役員選挙管理規則に、役員候補者の講演
等の活動を選挙運動期間前後も含めた期間、制
限する規則を新たに追加する案が出され、原案
通り了承された。

③役員選挙管理委員会委員の委嘱
　⇨ 原案通り了承された。北海道支部からは森　隆
広技術士が委員を委嘱された。

④提出発議書（理事選挙制度）について
　⇨ 現行の理事選挙制度に対し、1票格差の是正を
目的として最低得票数 50 票を 200 票とする
提案があり審議したが、多数決により却下され
た。

［報告事項］
① 平成 22年度技術士第二次試験筆記試験結果につ
いて
　⇨ 事務局から 27 ,862 名の受験者があり、5 ,011
名の合格者があったとの報告があった（総監を
除く部門は 4 ,344 名）。なお、JABEE 資格者
の受験者は 332 名であり、合格者は 31 名と
の報告もあった。

② 平成 22年度技術士第一次試験実施状況について
　⇨ 技術士第一次試験の科目別受験者の報告があっ
た。なお、専門科目の機械部門の試験問題に出
題ミスがあり、報道発表するとの報告があった。

③役員選挙管理運営の手引きの変更
　⇨ 新たに当選無効決定時の手続きを規定したとの
報告があった。

④ 平成 23年度技術士全国大会における講師謝金等
に関する手引きの制定
　⇨ 同上運営委員会から発表者や講演者等の謝金、
旅費等に関する手引きを作成したとの報告が
あった。

⑤技術士倫理要綱改訂の検討状況
　⇨ 倫理委員会より中間報告があり、最終案を次回
理事会に付議し決定を頂く予定であるとの報告
があった。

⑥第 37回技術士全国大会開催結果報告
　⇨上記実行委員会より報告があった。
⑦第 40回日韓技術士会議報告

　⇨上記実行委員会より報告があった。
⑧外部委員会委員の推薦について
　⇨ 災害復興まちづくり支援機構からの依頼に基づ
き、外部委員会委員の推薦を行ったとの報告が
あった。

⑨会員等の入退会状況
　⇨ 事務局から、平成 22 年 9 月末現在、会員
13 ,795名、準会員A12名、準会員B3 ,636名、
賛助会員 168社であるとの報告があった。


